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≪大切な下水道使用料≫
　下水道使用料は、皆さんの生活の中で生じる汚水をきれいに処理して自然へ戻すための費用や、汚水処理
施設である都南浄化センターまで汚水を無事に運ぶための施設の維持管理費、災害等の緊急時に必要な費
用など、下水道事業の大切な財源として使われています。

≪使用料が変わる理由≫
　下水道事業では、決算の分析や現状把握に基づき、平成３０年度から３３年度までの将来４年間においても安
心・安全な下水道を実現するための経営予測を行いました。将来４年間において必要と見込まれる、維持管理
費や災害等の緊急時に必要な費用の確保を目標に算定した結果、下水道使用料を改定することとしました。

※下水道使用料＝基本料金＋超過料金（5㎥までは基本料金のみ）
※合計額の1円未満は切り捨て
※計算例　33ｍ3の場合　1,112.40円+97.20円×5ｍ3 + 140.40円×10ｍ3　+ 151.20円×10ｍ3　+ 162.00円×3ｍ3

　　　　　　　　　　　  ＝5,000.40円 → 5,000円

≪基本料金および超過料金（一般用）（税込み）≫

平成３０年４月使用分から
下水道使用料が変わります

【下水道課からお知らせ】 特集 のページ
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改定後の使用料単価は、平成３０年４月使用分（５月に検針され、請求される分）から適用されます。
◎主な使用水量の例（税込）
５㎥までの基本使用料…月1,101円→月1,112円　月11円の増
20㎥使用のお宅の場合…月2,894円→月3,002円　月108円の増

改定前下水道使用料 改定後下水道使用料

基本料金 超過料金
汚水量

    5㎥超え  ～   10㎥まで

  10㎥超え  ～   20㎥まで

  20㎥超え  ～   30㎥まで

  30㎥超え  ～   50㎥まで

  50㎥超え ～ 100㎥まで

100㎥超え ～ 500㎥まで

500㎥超え～1000㎥まで

1000㎥超え

86.40円

136.08円

142.56円

155.52円

183.60円

194.40円

205.20円

216.00円

金額（1㎥につき）

5㎥まで

1,101.60円

基本料金 超過料金
汚水量

    5㎥超え  ～   10㎥まで

  10㎥超え  ～   20㎥まで

  20㎥超え  ～   30㎥まで

  30㎥超え  ～   50㎥まで

  50㎥超え ～ 100㎥まで

100㎥超え ～ 500㎥まで

500㎥超え～1000㎥まで

1000㎥超え

97.20円

140.40円

151.20円

162.00円

178.20円

189.00円

199.80円

210.60円

金額（1㎥につき）

5㎥まで

1,112.40円

下水道キャラクター
スイスイ

平成28年度　下水道事業会計決算の概要

（税込） （税抜）

資本的収支 収益的収支
下水道の施設をつくるための経費と財源 下水道事業を運営するための経費と財源

雨水建設改良費  4,257万円流域下水道建設費  2,742万円

流域下水道管理費
1億6,135万円

補填財源
3億4,230万円

長期前受金戻入
3億488万円

（下水道供用
区域となるこ
とで利益を得
る受益者から
の負担金）

（収益的収支の純利益
や減価償却相当分な
ど内部に蓄えられた
お金で補填する額）

（国や一般会計
からの補助）

管渠建設改良費
4億1,243万円

（汚水処理施設をつ
くるための経費）

（雨水処理施設をつくるための経費）（共同処理分の建設負担金）

（借り入れたお金の元金
を返済する経費）

企業債償還金
3億6,259万円

企業債
2億7,390万円

補助金
2億1,197万円

（国や一般会計からの補助）

（施設の修理費など）

（下水道使用料徴収業務のための費用）

（共同処理分の管理負担金）

（下水道施設をつく
るために借り入れた
お金の利息） （長期利用する施設の

価値の減少を1年ごと
に費用化したもの）

（国庫補助金等で取得し
た償却資産の取得価値を
耐用年数の割合で配分す
る会計上の利益）

補助金・負担金
2億9,883万円

受益者負担金・分担金
2,103万円

管渠費
4,013万円

その他344万円

固定資産購入費  328万円

利　益
（収支差額）

1億1,390万円

業務費  3,151万円
総係費

3,859万円

支払利息
1億2,295万円 減価償却費

5億5,022万円

その他
953万円

下水道使用料
4億6,103万円

支出計
8億4,920万円

支出計
8億4,920万円

収入計
5億690万円

収入計
5億690万円

支出計
9億5,428万円

支出計
9億5,428万円

収入計
10億6,818万円

収入計
10億6,818万円

・導水管減圧弁の整備
・原水監視池の更新 
・老朽管の更新
　　　　    3,038 ｍ

・地震に強い配水管網
 の整備　　830 ｍ

・下水道未整備地区の汚水管整備
・下水道管延命化のための
 改築工事　　　140 ｍ

・老朽化したマンホールの
 蓋交換工事　　　4ヵ所

・マンホールポンプ等の
 維持修繕工事

平成28年度はこんな事業をしました

水道事業 下水道事業

平成28年度　水道事業会計決算の概要
資本的収支

建設改良に関する投資的な経費と財源
（税込） （税抜）

収益的収支
水道事業を運営するための経費と財源

長期前受金戻入益
5,652万円水道料金

8億1,244万円
補填財源

5億1,426万円

収入計
9億5,622万円

収入計
9億5,622万円

支出計
8億339万円

支出計
8億339万円

その他
8,726万円

人件費  1億1,855万円

（無償譲与等で取得した償
却資産の取得価格を耐用年
数の割合で配分する会計上
の利益）

利　益
（収支差額）

修繕費  2,481万円
（施設や水道メーターの修理費など）

動力費  2,479万円
（浄水場などを運転するための電力費など）

支払利息
3,237万円

（水道施設をつくるために
借り入れたお金の利息）

（収益的収支の純利益や
減価償却費など内部に蓄え
られたお金で補填する額）

薬品費  234万円

委託料  1億3,482万円
減価償却費

3億3,607万円
（浄水処理のための薬品購入費）

（長期利用する施設の価値の減少
分を1年ごとに費用化したもの）

建設改良費
4億2,192万円

（水道施設を建設したり老朽化した
施設を更新するための経費）

企業債償還金
1億594万円

（借り入れたお金の
元金を返済する経費）

他会計負担金
162万円

（消火栓を設置するための
一般会計からの繰入金収入）

その他
1億2,964万円

出資金
1,199万円

（統合簡易水道より引き継い
だ企業債に対する繰入）

1億5,283万円

収入計
1,360万円

収入計
1,360万円

支出計
5億2,786万円

支出計
5億2,786万円

利益はどう
　使われているの？

主に、管路や浄水場などの
施設更新に使われているよ
主に、管路や浄水場などの
施設更新に使われているよ


